
学校教育目標 「かしこく やさしく たくましく」  
 

    
   ○ すすんで学ぶ子 
   ○ 思いやりのある子 
   ○ 心も体もたくましい子 
 

                       令和８年１月８日  第 ７６０ 号  

 

謹 賀 新 年      校長  門倉  稔 

 新年となり、あらゆるものが新しく感じられ、今年がより良い一年となるよう決意を新

たにしたところではないでしょうか。私たち職員も一丸となって、子供たちや保護者・地

域の皆様にいっそう愛される花小として再スタートしたいと思います。引き続き本校の教

育活動にご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 子供たち一人一人が、新年に際して、新たな目標を立てたところでしょうが、今日の始

業式では、児童を代表して６年生の 加藤奈音 さんと３年生の 佐藤紡季 さんが３学期に

向けてのすてきな決意を発表してくれました。ここでは、まもなく卒業を迎える最上級生、

奈音さんのスピーチの内容を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午（うま）は、いにしえから「俊敏さ・勢い・成長・活発」を象徴する存在

とされてきました。また、動物としての「馬」は、昔から移動手段や戦の要

として重要な役割を担ってきた動物です。そのため午年は、以下のような意

味をもつと云われています。 

       ☆ 勢いが強くスピード感がある  ☆ 行動力・決断力が高まる 

☆ 変化が加速する        ☆ 成長を後押しする 

☆ 社会が活気づきやすい 

さらに、午の文字は太陽が真上に昇った「正午」にも由来しており、陽気が最大限に高

まる象徴と云われています。物事がピークに達しやすい年とも云われ、良くも悪くも「動

きが激しい」のが午年の特徴だということです。 

 この３学期は、言い換えれば「令和８年度０学期」とも言える大切な３か月でもありま

す。２０２６年が午年にあやかって、大きく成長できる一年となるように、まずは力をため

ながら３学期をスタートさせていきましょう。  
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